








＜要約＞妊娠前より ICR-JCL 系マウスを 6%フェニルアラニンと P-クロロフェニルアラニ

ン添加飼料にて高フェニルアラニンとし,この親マウスより出生した仔マウスの生後の脳

発育を生化学的に検討した。生後 3,4 および 8 週の仔の脳全体の重量,蛋白量,RNA および

DNA 量を比較検討した。測定した全週令で脳重量は有意に減少していたが,DNA 量には有意

差がみられなかった。この点は,ニューロンの数は減少しないが,細胞体よりの樹状突起の

分岐・伸展が抑制されていたという昨年の組織学的検索とよく一致した。しかし,蛋白量

や RNA 量に減少のみられなかった点は理論的にあわなかった。


